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No.１１２

July

あなたが好きなまち・朝来市

今
月
の
主
な
内
容

朝朝来市消防団ポンプ操法大朝来市消防団ポンプ操法大会会……２２

平成２７年度から改正介護保険制平成２７年度から改正介護保険制度度…４…４

地域おこし協力隊「あさこいひと便り地域おこし協力隊「あさこいひと便り」」…５…５

市政フラッシ市政フラッシュュ／我がまち朝来再発／我がまち朝来再発見見…６…６

まちのわだまちのわだいい…………………………………………８８

情報掲示情報掲示板板………………………………………………１０１０

人いきいき／こんなことあったで人いきいき／こんなことあったでーー／新あさご百景／新あさご百景…２０…２０

火火
点
は
前
方
の
標
的

火
点
は
前
方
の
標
的
!!!!

６
月

日

朝
来
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

６
月

日

朝
来
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
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広報朝朝朝来来来 2

市
と
市
消
防
団
は
、６
月

日
、羽
渕
の
国
道
３
１
２
号
チ
ェ
ー
ン
脱
着
場

２２

で「
平
成

年
度
朝
来
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

２６

大
会
に
は
、分
団
の
装
備
に
あ
わ
せ
て
、「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」に

分
１６

団
、「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」に

分
団
の
あ
わ
せ
て

分
団
が
出
場
し
、訓
練

１５

３１

の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

消
防
操
法
と
は
…

消
防
操
法
は
、消
防
署
員
や
団
員
が
消
火
活
動
に
必
要
な
技
術
を
身
に
付

け
、い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
、迅
速
、
確
実
、安
全
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

主
な
消
防
用
機
械
器
具
の
う
ち
、
特
に
反
復
訓
練
の
必
要
な
も
の
を
選
定
し
て

そ
の
操
作
と
取
り
扱
い
の
基
本
を
定
め
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
操
法
の
訓
練
を
通
じ
、消
防
人
と
し
て
の
心
構
え
や
消
防
活
動
に
必

要
な「
心
・
技
・
体
」の
基
本
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

操
法
の
種
類
と
し
て
は
、
消
防
用
器
具
操
法
、消
防
ポ
ン
プ
操
法
、は
し
ご
自

動
車
操
法
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
中
で
も
消
防
ポ
ン
プ
操
法
は
、全
国
の
消
防

団
で
最
も
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
消
防
操
法
で
、
市
消
防
団
で
は
、持
ち
運
び

が
可
能
な
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
も
の
と
、消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
使

用
し
た
も
の
と
の
２
種
類
の
競
技
の
技
量
を
競
う
大
会
を
２
年
に
１
度
行
っ
て

お
り
、今
回
で
４
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

審
査
は
、各
分
団
の
操
作
要
領
・
行
動
・
動
作
全
般
と
、標
的
を
放
水
で
倒
す

ま
で
の
所
要
時
間
に
つ
い
て
行
い
、「
規
律
、節
度
」「
敏
し
ょ
う
性
」「
確
実
な
動

作
」「
安
全
性
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」な
ど
を
評
価
し
ま
す
。

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
】

４
人
の
団
員
が
選
手
と
し
て
出
場
し
、小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
使
用
し
、

㍍

２０

ホ
ー
ス
３
本
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、ホ
ー
ス
１
線
に
よ
る
放
水
を
行
い
ま
す
。

【
ポ
ン
プ
車
操
法
】

５
人
の
団
員
が
選
手
と
し
て
出
場
し
、消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
使
用
し
、２０

㍍
ホ
ー
ス
３
本
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、ホ
ー
ス
２
線
に
よ
る
放
水
を
行
い
ま
す
。

平平
成

年

平
成

年
度度

２６２６

朝
来
市
消
防

朝
来
市
消
防
団団

ポ
ン
プ
操
法
大
会

ポ
ン
プ
操
法
大
会
をを

開
催
し
ま
し

開
催
し
ま
し
たた

訓
練
成
果
を
競

訓
練
成
果
を
競
うう
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優 勝準優勝第３位

小
型
ポ
ン
プ
の
部

和田山支団第１０分団生野支団第１分団生野支団第２分団

ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

和田山支団第５分団和田山支団第１分団和田山支団第３分団

操操法大操法大会会のの結果結果



❹

低
所
得
者
の
高
齢
者
の
介
護
保
険
料
軽
減

対
策
を
拡
大
し
ま
す
。

❺

要
支
援
１
、２
認
定
者
の
訪
問
介
護
（
ヘ
ル

パ
ー
サ
ー
ビ
ス
）と
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

は
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
中（
平

主
な
改
正
点

①

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、介
護
、医
療
、介

護
予
防
・
生
活
支
援
、住
ま
い
を
充
実
。

②

費
用
負
担
の
公
平
化

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
を
拡
充
。ま
た
、

保
険
料
を
で
き
る
限
り
抑
え
る
た
め
、所
得
や

資
産
の
あ
る
人
の
利
用
負
担
を
見
直
す
。

具
体
的
な
改
正
内
容

❶

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
入
所
で
き
る
要
介

護
認
定
者
は「
要
介
護
３
」以
上
の
高
齢
者
に
。

た
だ
し
、
①
認
知
症
で
常
時
見
守
り
が
必
要

②
知
的
・
精
神
障
害
で
安
定
し
た
生
活
が
困
難

③
家
族
の
虐
待
が
深
刻
な
場
合
は
特
例
と
な

り
ま
す
。（
平
成

年
４
月
か
ら
）

２７

要
介
護
１
・
２
の
人
で
、改
正

時
す
で
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は

引
き
続
き
入
所
可
能
で
す
。

❷

介
護
保
険
３
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
老
人
保
健
施
設
、療
養
型
施
設
）を
利
用

す
る
際
の
食
費
、
居
住
費
の
負
担
軽
減
制
度
を

改
正
し
ま
す
。（
平
成

年
８
月
か
ら
）

２７

【
内
容
】

現
行
…
低
所
得
者
に
対
す
る
負
担
軽
減
で
、本

人
と
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
場
合
、課

税
年
金
等
所
得
に
応
じ
て
３
段
階
の
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。

改
正
後
…
低
所
得
者
の
定
義
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

①
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
遺
族
年
金
や
障
害
年

金
も
所
得
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

②
世
帯
分
離
し
て
も
配
偶
者
が
課
税
さ
れ
て
い

る
場
合
は
軽
減
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

③
預
貯
金
が
単
身
で
１
千
万
円
、夫
婦
で
２
千

万
円
を
超
え
る
場
合
は
軽
減
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
改
正
後
は
、①
～
③
の
よ
う
に
低
所
得
者
の

定
義
が
見
直
さ
れ
る
た
め
、現
在
負
担
軽
減
制

度
を
受
け
て
い
る
人
が
軽
減
対
象
か
ら
外
れ
る

な
ど
、自
己
負
担
が
現
在
よ
り
も
増
額
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

❸

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己
負
担

割
合
は
給
付
費
の
１
割
で
す
が
、一
定
以
上
の

年
収
が
あ
る
人
は
２
割
負
担
と
な
り
ま
す
。た

だ
し
、自
己
負
担
の
月
額
上
限
が
あ
る
た
め
対

象
者
の
全
員
が
２
倍
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。（
平
成

年
８
月
か
ら
）

２７

一
定
以
上
の
年
収
が
あ
る
人
と
は
、合
計
所

得
金
額（
控
除
後
）が
１
６
０
万
円

以
上（
単
身
で
年
金
収
入
の
み
の
場

合
は
２
８
０
万
円
以
上
）で
す
。

成

～

年
度
）に
徐
々
に
総
合
事
業
に
移
行

２７

２９

し
、平
成

年
度
か
ら
は
完
全
に
移
行
し
ま
す
。

３０

た
だ
し
、そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
は
従
来
ど
お
り
予

防
給
付
に
よ
っ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
右
図
参
照
）

＊
総
合
事
業
と
は
既
存
の
介
護
保
険
事
業
所

に
よ
る
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

民
間
企
業
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
の
多
様
な

主
体
を
活
用
し
て
高
齢
者
を
支
援
す
る
市
町

村
独
自
の
事
業
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
年
福
祉
課
☎（
６
７
２
）６
１
２
４

介
護
保
険
制
度
平
成

年
度
か
ら
改
正

27

対

象

者

第
１
段
階

第
２
段
階

第
３
段
階

（
特
例
）

第
３
段
階

生
活
保
護
・
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

世
帯
全
員
が

非
課
税
で
本
人

所
得
合
計
が

万

円

以

下

８０万
円
を
超
え

万
円
以
下

８０

１２０

万
円
を
超
え
る

１２０

軽

減

率

現

行％

５０

％

５０

％

３０

％

２５

改
正
後％

７０

％

７０

％

５０

％

３０

改正後

■■ ▼

現 行

新しい総合事業のサービス
（市で自己負担額を決定する）

予防給付によるサービス
（１割の自己負担）

訪問介護（ヘルパーサービス）

①既存の訪問介護事業所による身体介護・生活

援助の訪問介護

②ＮＰＯ、民間事業者等による掃除・洗濯等の

生活支援サービス

③住民ボランティアによるゴミ出し等の生活支援

サービス

通所介護（デイサービス）

①既存の通所介護予防事業所による機能訓練

等の通所介護

②ＮＰＯ、民間事業者等によるミニデイサービス

③コミュニティサロン、住民主体の運動・交流の場

④リハビリ、栄養、口腔ケア等専門職による教室

訪問介護（ヘルパーサービス）

通所介護（デイサービス）

改正後も従来どおり予防給付で行う
（１割もしくは２割の自己負担）}

◎訪問看護

◎訪問リハビリテーション

◎通所リハビリテーション

◎小規模多機能型居宅介護

◎認知症対応型通所介護

◎認知症対応型共同生活介護

（グループホーム）

◎短期入所者生活介護

（ショートステイ）

◎福祉用具貸与

◎福祉用具販売・住宅改修 など

高
齢
化
に
伴
い
介
護
保
険
を
と
り
ま
く
状
況
は
、厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。今
後
ま

す
ま
す
高
齢
世
帯
や
、認
知
症
高
齢
者
が
増
加
し
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、２
０
２
５
年（
団
塊
の
世
代
が

歳
に
な
る
平
成

年
）に
向
け
て
持
続
可

７５

３７

能
な
介
護
保
険
制
度
と
な
る
よ
う
、厚
生
労
働
省
で
は
、平
成

年
４
月
、現
在
の
介
護

２７

保
険
制
度
を
改
正
す
る
予
定
で
す
。

※
掲
載
し
て
い
ま
す
改
正
内
容
は
現
時
点
で
の
情
報
で
一
部
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、

現
在
開
会
中
の
企
画
展「
き
ら
め
く

金
銀
の
も
の
が
た
り
～
旧
朝
来
町
・

生
野
町
の
考
古
学
～
」の
関
連
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
６
月

日

に「
い
く
の

１４

（土）

の
道
も
遠
け
れ
ば
～
あ
さ
ご
・
い
く
の

風
土
記
め
ぐ
り
～
」を
実
施
し
ま
し

た
。古
代
に
は
朝
来
・
生
野
は
但
馬

か
ら
播
磨
に
ぬ
け
る
道
が
設
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。そ
の

道
沿
い
に
あ
る
文
化
財
を
尋
ね
る
イ

ベ
ン
ト
。今
回
は
そ
の
中
で
訪
問
し
た

式
内
社
二
社
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
倭
文（
し
ど
り
）神
社

（
生
野
町
円
山
区
）

倭
文
神
社
の
御
祭
神
は
天
羽
槌

雄
命（
あ
め
の
は
ず
ち
の
み
こ
と
）。倭

文（
し
ど
り
）は（
し
ず
お
り
）と
も
呼

ば
れ
、織
物
の
神
様
で
す
。「
和
銅
５

年（
７
１
２
）…
此
郡
の
倭
文
野
に

下
り
、織
錦
を
教
え
、八
月
其
祖
天

羽
槌
雄
命
を
倭
文
の
丘
に
祀
る
。…
」

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。倭
文
神
社
は

も
と
も
と
、区
内
の「
塩
が
谷
」と
称

す
る
と
こ
ろ
に
鎮
座
し
て
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
場
所
、今
も
存

在
す
る「
古
道
」を
通
り
、菖
蒲
沢
か

ら
播
磨
へ
通
じ
る
重
要
な
ル
ー
ト
。創

建
時
の
倭
文
神
社
は
こ
の
よ
う
な
重

要
な
場
所
に
鎮
座
し
て
い
た
と
考
え

市市市政政フラッシフラッシュュ

「「倭文神社・足鹿神社」「倭文神社・足鹿神社」

～但馬道沿いに位置する式内社二～但馬道沿いに位置する式内社二社社～～

【写真】倭文神社で夜久盛三郎さんの
説明を聞く

第80回

県
と
市
が
整
備
を
進
め
て
い
た
与
布

土
ダ
ム
と
、同
ダ
ム
か
ら
取
水
を
行
う
市

の
与
布
土
浄
水
場
が
完
成
し
、６
月
１

日
、そ
れ
ぞ
れ
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

し
ゅ
ん

与
布
土
ダ
ム
の
竣
工
式
に
は
、関
係

者
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
。井い

戸ど

敏
三
兵
庫
県
知
事
が「
地
域
の
皆
さ
ん

と
し
ぞ
う

の
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。今
後
、期
待
通

り
の
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。」と
祝
辞
を
述
べ
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
く
す
玉
開
き
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、梁
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部
や
照
福

こ
ど
も
園
の
生
徒
・
園
児
に
よ
る
演
奏
も

行
わ
れ
花
を
添
え
ま
し
た
。

同
ダ
ム
は
、与
布
土
川
と
そ
の
周
辺

地
域
の
水
害
の
防
止
と
、山
東
地
域
へ
の

水
道
用
水
、河
川
水
量
の
確
保
を
目
的

に
、平
成
３
年
か
ら
事
業
が
進
め
ら
れ
て

き
た
も
の
。平
成

年
３
月
か
ら
ダ
ム
本

２２

体
工
事
に
着
手
し
、今
年
の
１
月
か
ら

は
実
際
に
ダ
ム
に
水
を
た
め
る
湛
水
試

た
ん
す
い

験
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

奥
山

お
く
や
ま

四
季
彩

し

き

さ

い

湖
と
名
付
け
ら
れ
た
ダ

こ

ム
湖
に
は
、最
大
１
０
８
万
立
法

㍍
の

水
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
、

年
に
一
度

５０

の
規
模
の
洪
水
を
防
ぎ
、夏
の
渇
水
期
に

も
安
定
し
た
水
の
供
給
が
行
え
ま
す
。

一
方
、与
布
土
ダ
ム
の
竣
工
式
に
先

立
ち
、関
係
者
ら
約

人
が
参
加
し
て
、

５０

与
布
土
浄
水
場
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

こ
ち
ら
も
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
で
完
成
を

祝
し
ま
し
た
。

同
浄
水
場
は
、平
成

年
７
月
か
ら

２４

事
業
を
進
め
て
い
た
も
の
。ダ
ム
と
導
水
管

で
結
ば
れ
、一
日
最
大
で
２
千
４
５
０
立

法
㍍
の
浄
水
能
力
を
持
ち
ま
す
。ゴ
ミ
を

取
り
除
く
沈
殿
設
備
や
急
速
ろ
過
機
、

発
生
し
た
汚
泥
な
ど
を
処
理
す
る
施
設

な
ど
が
あ
り
、ま
た
、飲
料
水
を
２
千
立

法
㍍
た
め
る
こ
と
が
で
き
る
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
パ
ネ
ル
タ
ン
ク
を
設
置
し
、緊
急
時
な
ど

の
飲
み
水
の
確
保
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

水
と
利
水
に
期
待
与
布
土
ダ
ム
・
浄
水
場
が
完
成

治治治

テープカットとくす玉開きで祝福
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完成した与布土浄水場の施設

【写真】倭文神社本殿
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ら
れ
ま
す
。そ
の
後
正
徳
３
年（
１
７

３
２
）、現
在
の
場
所
に
社
殿
を
修

造
し
遷
宮
式
を
行
っ
た
時
、下
流
か

ら
鮭
が
遡
っ
て
来
た
こ
と
か
ら
、「
鮭
の

宮
」と
呼
ば
れ
、そ
れ
以
降
村
人
は
鮭

を
食
べ
な
く
な
り
、今
で
も
食
べ
な
い

人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
…
。

◆
足
鹿（
あ
し
か
）神
社（
八
代
区
）

※
本
殿
は
市
指
定
文
化
財

足
鹿
神
社
は
島
根
県
の
足
鹿
神

社
か
ら
分
詞
さ
れ
て
い
る
と
の
伝
え
も

あ
り
ま
す
が
、神
社
の
正
確
な
創
立

時
期
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。八
代
川

と
神
子
畑
川
の
合
流
点
に
近
く
、神

子
畑
川
に
沿
っ
て
宍
粟
市
一
宮
町
に

通
じ
る
道
と
、養
父
市
建
屋
に
通
じ

る
道
と
の
結
節
点
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、モ
ノ
や
人
の
集
ま
る
場
所
と

し
て
、ま
さ
に
神
社
の
創
立
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
。地
名
も

「
八
代（
や
し
ろ
）」と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、神
社
と
地
域
と
の
結
び
つ

き
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
ま
す
。御
祭
神「
道
中
貴
命（
み
ち

な
か
の
む
ち
の
み
こ
と
）」は
平
安
時

代
初
期
に
天
皇
の
命
に
よ
り
、都
か

ら
こ
の
地
方
に
派
遣
さ
れ
、こ
の
地
に

お
い
て
政
務
に
あ
た
る
な
ど
、功
績
の

あ
っ
た
人
と
し
て
祀
ら
れ
た
も
の
と
し

て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。覆
屋
内
の
本

殿
は
、貞
享
２
年（
１
６
８
５
）の
再

建
。一
間
社
流
れ
造
り
で
こ
け
ら
葺

き
、千
鳥
破
風
な
ど
を
も
つ
堂
々
た
る

も
の
で
、室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代

に
か
け
て
の
神
社
建
築
の
様
式
で
す
。

今
回
紹
介
し
た
二
社
。今
で
も
地

区
内
の
精
神
的
な
拠
り
所
と
し
て
地

域
の
人
々
に
よ
っ
て
大
切
に
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
訪
問
に
際
し
ご
案
内
を
し

て
い
た
だ
い
た
八
代
区
の
青
田
昌
様
、

あ

お

た

あ
き
ら

円
山
区
の
夜
久

や

く

盛
三
郎
様
を
は
じ
め
、

も

り

さ

ぶ

ろ

う

地
区
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

【写真】足鹿神社本殿

【写真】足鹿神社で青田
昌さんの説明を聞く

リ
ー
ン
但
馬

万
人
大
作
戦
を
実
施

１０

ククク住
民
参
加
に
よ
る
美
し
い
地
域
づ
く

り
を
目
ざ
す「
ク
リ
ー
ン
但
馬

万
人

１０

大
作
戦
」が
、５
月

日
に
生
野
、山

２５

東
、朝
来
地
域
で
、６
月
８
日
に
和
田

山
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
２
日
間
で
１
万
人
あ
ま
り
の

皆
さ
ん
が
参
加
、区
ご
と
に
、朝
か
ら
道

路
沿
い
や
河
川
敷
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た

ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
た
り
、草
刈
り
な
ど
の

環
境
美
化
な
ど
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
、公
民
館
な
ど
の

施
設
で
、可
燃
物
・
不
燃
物
・
大
型
ゴ
ミ

な
ど
に
分
け
ら
れ
、朝
来
市
建
設
業
協

会
の
皆
さ
ん
ら
の
協
力
で
、高
田
の
南
但

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

な
お
、今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、

市
内
全
域
で
昨
年
度
よ
り
７
㌧
少
な
い

㌧
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

３２

各区から集められたゴミは分別され南但クリーンセンターへ

山
川
で
水
難
事
故
対
応
合
同
訓
練

円円円市
と
南
但
消
防
本
部
、朝
来
警
察

署
は
、６
月

日
、東
河
橋
下
流
の
円

２３

山
川
河
川
敷
で「
水
難
事
故
対
策
合

同
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、水
遊
び
に
よ
る
事
故
が
増

え
る
季
節
を
前
に
、よ
り
一
層
の
連
携

を
図
ろ
う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、約

人
が
参
加
し「
大
雨

２０

に
よ
っ
て
川
の
中
州
に
５
人
が
取
り
残

さ
れ
て
い
る
」と
の
想
定
で
訓
練
を
開
始
。

助
け
を
求
め
に
対
岸
へ
泳
ぎ
だ
し
お
ぼ

れ
て
し
ま
っ
た
一
人
を
、救
命
胴
衣
と
命

綱
を
つ
け
た
警
察
官
が
川
に
飛
び
込
み

救
助
へ
向
か
い
、川
岸
か
ら
は
消
防
隊

員
が
浮
袋
と
ロ
ー
プ
の
つ
い
た
ス
ロ
ー

バ
ッ
グ
を
投
げ
込
み
支
援
し
、無
事
に

助
け
出
し
ま
し
た
。ま
た
、残
る
４
人
も

ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
救
出
し
ま
し
た
。

おぼれる遭難者を警察官が救助
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６
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
の
期
間
、

市
内
４
つ
の
中
学
校
は
、「
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
」を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、県
内
の
中
学
２
年
生
を
対

象
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。５
日
間
に

わ
た
り
職
場
体
験
を
行
う
こ
と
で
、地

域
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、「
生
き
る

力
」を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。そ

の
う
ち
、朝
来
市
観
光
交
流
課
と

竹
田
城
課
で
は
、和
田
山
中
学
校
の

生
徒
９
人
を
受
け
入
れ
、竹
田
城
跡

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
補
助
や
、

情
報
館「
天
空
の
城
」で
の
観
光
案
内

業
務
な
ど
の
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中中
学
２
年
生
が
職
場
体
験
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

中
学
２
年
生
が
職
場
体
験
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」」

小小
学
５
年
生
を
対
象
に
自
然
学

小
学
５
年
生
を
対
象
に
自
然
学
校校

小
学
５
年
生
を
対
象
に
４
泊
５
日

の
日
程
で
、
集
団
生
活
や
野
外
で
の
学

習
を
通
じ
て
、
心
身
と
も
に
調
和
の
と

れ
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
的
に
、

毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
自
然

学
校
。６
月
２
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、

和
田
山
地
域
５
つ
の
小
学
校
合
同
に

よ
る
自
然
学
校
が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
１
４
５
人
の
子
ど
も
た

ち
は
、朝
来
山
へ
の
登
山
や
野
外
で
の

調
理
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、地
引
網

な
ど
、山
や
海
で
の
自
然
を
体
験
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

南但馬自然学校では「火起こし」を体験

ボランティアガイドについて説明を受ける
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朝
来
花
い
っ
ぱ
い
協
会
は
、６
月
７

日
、８
日
の
２
日
間
、「
第

回
あ
さ

１２

６
月
１
日
、「
第

回
た
た
ら
ぎ
ダ

２９

ム
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」が
開
か
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、多
々
良
木
ダ
ム
湖
の

美
し
い
新
緑
を
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て

も
ら
お
う
と
、毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。当
日
は
、全
国
各
地

か
ら
約
１
千
９
０
０
人
が
参
加
。あ
さ

ご
芸
術
の
森
を
ス
タ
ー
ト
し
、高
低
差

約
１
０
０
㍍
の
コ
ー
ス
を
、ジ
ョ
ギ
ン
グ

２
㌔
、５
㌔
、

㌔
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

１０

距
離
別
に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

今
年
も
朝
来
中
学
校
の
生
徒
を
は

じ
め
、約
２
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
が
運
営
に
協
力
し
た
ほ
か
、

心心
を
こ
め
て
作
っ
た
庭
や
花
壇
を
公
開「
あ
さ
ご
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

心
を
こ
め
て
作
っ
た
庭
や
花
壇
を
公
開「
あ
さ
ご
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」」

さ
わ
や
か
な
新
緑
の
な
か
を
疾
走「
た
た
ら
ぎ
ダ
ム
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

さ
わ
や
か
な
新
緑
の
な
か
を
疾
走「
た
た
ら
ぎ
ダ
ム
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」」今年も多くの皆さんが参加しました

朝来支所前・ささゆり広場の花壇

ご
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
催
し
は
、地
域
の
皆
さ
ん
が
心

を
こ
め
て
手
入
れ
し
た
庭
や
花
壇
の

花
々
を
多
く
の
人
た
ち
で
楽
し
み
、花

と
緑
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
ざ

そ
う
と
毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

今
年
は
、地
域
団
体
が
つ
く
る
花
壇

８
か
所
と
、個
人
宅
の
庭
６
か
所
の
あ

わ
せ
て

か
所
が
公
開
さ
れ
、配
布
さ

１４

れ
た
場
所
や
概
要
な
ど
が
記
さ
れ
た

マ
ッ
プ
を
手
に
、美
し
い
花
々
が
咲
き

誇
る
庭
や
花
壇
を
楽
し
む
人
た
ち
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

食
べ
物
や
飲
み
物
の
バ
ザ
ー
や
、お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
も
開
か
れ
ま
し
た
。
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ま
た
、５
月

日
に
は
、比
治
に
衣

３０

料
品
や
雑
貨
な
ど
を
扱
う「I ,L

L
B
E

（
ア
イ
ル
ビ
ー
）」が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。店
を
営
む
の
は
神
戸
・
大
阪
で

年
に
わ
た
り
雑
貨
店
勤
務
な
ど
を

２０経
験
し
た
高
木
愛
さ
ん
と
、
姉
の

た

か

ぎ

あ

い

笠
垣
一
子
さ
ん
姉
妹
。衣
料
品
を
は

か

さ

が

き

か

ず

こ

じ
め
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、キ
ッ
チ
ン
な

ど
の
雑
貨
類
の
販
売
を
行
っ
て
お
り
、

「
年
齢
層
を
問
わ
ず
気
軽
に
来
て
い

た
だ
け
る
居
心
地
の
よ
い
癒
し
の
空

い

や

間
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
き
ま
す
。」と

の
こ
と
で
す
。

今
回
の
２
店
舗
の
開
店
で
、
制
度

を
活
用
し
た
店
舗
は
合
計

店
と
な

１０

り
ま
し
た
。

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、経
済
振

興
課
［
☎
（
６
７
２
）
２
８
１
６
］ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
お

店
と
し
て
新
し
く
開
店
し
よ
う
と
す

る
人
を
対
象
に
、市
と
市
商
工
会
が

補
助
を
行
う「
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
」。

こ
の
制
度
を
活
用
し
た
新
店
舗
が
、

山
東
・
和
田
山
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

５
月

日
に
は
、「
ヘ
ア
ー
カ
ッ
ト

１８

J
o
ie

（
ジ
ョ
ワ
）」が
開
店
し
ま
し
た
。

店
主
の
芝
野
勲
さ
ん
は
大
阪
府
の
出

し

ば

の

い

さ

お

身
で
現
在
は
豊
岡
市
日
高
町
在
住
。

自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と
物
件
を
探

し
て
い
る
な
か
で
、不
動
産
店
を
通
じ

滝
田
に
あ
る
空
き
店
舗
を
見
つ
け
、

場
所
も
よ
く
補
助
制
度
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
出
店
と
な
り
ま
し
た
。「
安
価

な
価
格
設
定
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
店
を
目
ざ
し
た
い
。」と
話
し

て
い
ま
す
。

空空
き
店
舗
を
活
用
山
東
と
和
田
山
で
２
店
舗
が
開

空
き
店
舗
を
活
用
山
東
と
和
田
山
で
２
店
舗
が
開
店店

料
活
用
講
座
」を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、散
逸
し
が
ち
な
市

内
の
旧
家
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
文

書
や
古
写
真
な
ど
、地
域
の
歴
史
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
る
資
料
に
注
目
し
、

そ
れ
ら
を
保
存
・
活
用
す
る
こ
と
で
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
す
る
も

の
。当
日
は
、市
内
外
か
ら

人
が
参

３０

加
。こ
の
活
動
に
市
教
育
委
員
会
と

と
も
に
携
わ
る
神
戸
大
学
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
の
板
垣
貴
志
さ
ん
を
講
師

い

た

が

き

た

か

し

に
、県
内
の
事
例
を
紹
介
す
る
講
座

や
、文
書
を
読
む
の
に
必
要
な「
く
ず

し
字
辞
典
」を
使
っ
て
の
実
習
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

６
月

日
、

日
の
２
日
間
に
わ

１５

１６

た
り
、「
第
５
回
朝
来
市
民
号
」が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
親
ぼ
く

と
交
流
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
、新

市
誕
生
か
ら
２
年
に
一
度
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。今
回
は
、２
９
６
人

が
１
泊
２
日
の
日
程
で
、広
島
県
の
宮

島
と
厳
島
神
社
、山
口
県
の
秋
吉
台
、

い
つ
く
し
ま

あ

き

よ

し

だ

い

湯
本
温
泉
な
ど
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、下
関
市
の
角
島
で
は
、

つ

の

し

ま

海
に
架
け
ら
れ
た
橋
や
灯
台
な
ど
の

名
所
を
見
学
し
た
ほ
か
、来
年
の
市

制

周
年
を
前
に
参
加
者
全
員
が
人

１０
文
字
で
数
字
の「

」を
つ
く
る
な
ど
、

１０

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
旅
行
と
な
り
ま

し
た
。

「「
第
５
回
朝
来
市
民
号
」を
開

「
第
５
回
朝
来
市
民
号
」を
開
催催

地地
域
歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
の
重
要
性
を
学

地
域
歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
の
重
要
性
を
学
ぶぶ

美しい眺めを背景に参加者でつくった人文字

市
教
育
委
員
会
は
、６
月

日
、生

２１

野
マ
イ
ン
ホ
ー
ル
で「
地
域
歴
史
資地域に残る歴史資料にはまちづくりのヒントが

「I’LLBE」笠垣さんと高木さん

「ヘアーカットJoie」芝野さん

平成２６年７月平成２６年７月号号9
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６
月
１
日
付
け
で
、民

生
・
児
童
協
力
委
員
が
交

代
さ
れ
ま
し
た
。

▽
山
歳
区

新

上
田
ひ
と
み
さ
ん

う

え

だ

旧

欠
員

▽
任
期

平
成

年

月

２８

１１

日
ま
で

３０▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
３

市
は
、農
地
の
利
用
を
促

進
し
、年
間
を
通
じ
て
安
定

し
た
農
産
物
の
供
給
と
農

業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
て

農
産
物
を
栽
培
す
る
人
へ
、

設
置
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
交
付
対
象
者

あ
さ
ご

農
産
物
直
売
所
連
絡
会
に

加
入
し
て
い
る
農
産
物
生

産
者
組
織
の
会
員
の
人（
市

内
在
住
者
）

▽
補
助
金
の
額

パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
設
置
資
材
費（
１
基

当
た
り

万
円
以
上
）の
２

１０

分
の
１
の
額
以
内
で
、１
０

０
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

▽
交
付
回
数

年
度
内
で

１
回
限
り
と
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課

☎（
６
７
２
）２
７
７
４

市
は
、男
女
共
同
参
画

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

７
月

日

、

１９

（土）

午
後
２
時
か
ら

▽
会
場

和
田
山
ジ
ュ
ピ

タ
ー
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

▽
内
容

演
題『
す
て
き
に

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
～
友
だ

ち
の
よ
う
に
横
並
び
で
歩
き

た
い
～
』
講
師
・
市
場
恵
子

い

ち

ば

け

い

こ

さ
ん（
社
会
心
理
学
講
師
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）、市
場
尚
文

い

ち

ば

な

お

ふ

み

さ
ん（
小
児
科
医
・
メ
ン
ズ
リ

ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
岡
山
世
話
人
）

▽
入
場
料

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

人
権
推
進
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
２

朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

は
、精
神
疾
患
の
正
し
い
知

識
や
家
族
と
し
て
の
接
し
方

等
に
つ
い
て
学
習
し
、情
報

交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

家
族
間
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に「
但
馬
地
区
精

神
障
害
者
家
族
教
室
」を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

７
月

日

、午

３１

（木）

後
１
時

分
～
４
時

分

２０

２０

▽
会
場

但
馬
長
寿
の
郷

（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

▽
内
容

講
演「
精
神
疾

患
の
理
解
」
講
師
・
高
石
医

院

高
石

た
か
い
し

俊
一
院
長

し
ゅ
ん
い
ち

▽
参
加
費

無
料（
事
前

の
申
込
み
が
必
要
）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

☎（
６
７
２
）６
８
６
７

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

平
成

年
度
但
馬
地
区

２６

精
神
障
害
者
家
族
教
室

民
生
・
児
童
協
力
委
員
の
交
代

福祉医療制度は、乳幼児・こども、高齢者、重度障害者や母子家庭・父子家庭の
皆さんが安心して生活できるよう、医療費の自己負担額の一部を助成するものです。
受給者証の有効期間は原則１年間（７月１日～翌年６月３０日）で、毎年６
月中に所得等の各要件を確認・更新し、該当する皆さんには６月末に新しい受給
者証を送付しています。受給者証裏面の注意事項をよく読んでご使用ください。
なお、母子家庭等医療・寡婦（夫）医療については、毎年申請書の提出が必要

ですので、同封している案内に従い、所定の手続きを行ってください。
※兵庫県外の保険医療機関等では福祉医療受給者証が使用できません。健康保

険証のみで受診後、市民課、または各支所の窓口へ申請（領収書を添付）すると、

助成を受けることができます。

※この福祉医療は、幼稚園や学校などでのけが等に伴う受診には使用できません。

（スポーツ振興センターの見舞金付きの給付が優先されます）

※４月号広報でお知らせしていますとおり、今回の更新から制度の一部が改正されて

います。詳しくは受給者証に同封しています「福祉医療制度の概略」をご覧ください。

《福祉医療受給者証の更新につい《福祉医療受給者証の更新についてて》》

第第96第96回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先
市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課☎６７６－２０８０ 朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

男
女
共
同
参
画
講
演
会

朝
来
市
農
産
物
栽
培
ハ
ウ
ス

設
置
事
業
補
助
金

■申込み・問い合わせ先 市教育委員会社会教育課 ☎６７７－２１１６

平成２７年朝来市成人のつどい実行委員を募集します
成人式式典後の成人のつどいを自分たちで企画運営してみませんか？

テーマやイベントなどのアイデアを出して、成人式を盛り上げましょう！

◆対象 平成６年４月２日～７年４月１日生まれの人◆内容 式典後の「成人のつど

い」の企画運営・司会進行（８月中旬から数回会議を開催）◆応募 ７月２２日（火）まで
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自
衛
官
募
集
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

７
月

日

、

２７

（日）

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

▽
会
場

和
田
山
公
民
館

▽
対
象

歳
以
上

歳

１８

２７

未
満
の
人
と
そ
の
保
護
者

▽
内
容

自
衛
官
募
集
種

目
の
説
明

※
自
衛
官
候
補
生
、一
般

曹
候
補
生
、航
空
学
生
、防

大
・
防
医
大（
看
護
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
豊
岡
出
張
所

☎
０
７
９
６（

）３
９
７
８

２２

４
月
９
日

か
ら
内
科

（日）

の
診
療
体
制
を
変
更
し
て
い

ま
す
。

毎
週
水
曜
日
の
午
前
診

に
つ
い
て
、新
た
に
朝
来

和

田
山
医
療
セ
ン
タ
ー
内

科
・
加
藤

か

と

う

知ち

恵え

子
医
師
が

こ

出
張
診
療
に
て
担
当
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
休
診
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、水
曜
日
の
午
前
診
も
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

朝
来

梁
瀬
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
６
７
６
）３
１
５
７

公
立
豊
岡
病
院
組
合
は
、

平
成

・

年
度
採
用
の

２６

２７

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
職
種
・
人
数

①
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
員

（
新
卒
）２
人

②
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
員

（
経
験
者
）２
人

③
理
学
療
法
士
２
人

④
言
語
聴
覚
士

１
人

⑤
臨
床
検
査
技
師

１
人

⑥
診
療
放
射
線
技
師
１
人

⑦
管
理
栄
養
士

１
人

▽
採
用
予
定
日

①
～
⑥
平
成

年
４
月
１

２７

日⑦
平
成

年

月
１
日
、

２６

１０

ま
た
は
平
成

年
４
月
１

２７

日▽
受
付
期
限

①
７
月

日

必
着

２３

（水）

②
８
月
１
日

必
着

（金）

※
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

③
～
⑥
８
月

日

必
着

２２

（金）

⑦
７
月

日

必
着

２２

（火）

▽
申
込
み

豊
岡
病
院
組
合
指
定
の

様
式
に
記
入
し
必
要
書
類

を
添
え
持
参
ま
た
は
郵
送

※
職
種
ご
と
に
年
齢
・
資

格
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を

掲
載
し
て
い
ま
す
）

▽
試
験
日

①
８
月
３
日
（日）

②
書
類
選
考
通
過
者
に
連

絡③
～
⑥
８
月

日
３０

（土）

⑦
７
月

日
２７

（日）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
立
豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管
理

事
務
所
総
務
部
人
事
課

☎
０
７
９
６（

）６
１
１
１

２２

h
ttp
://w
w
w
.to
y
o
o
k
a

h
p
-k
u
m
ia
i.o
r.jp
/

海
上
保
安
庁
は
、平
成

年
４
月
入
校（
採
用
）の

２６海
上
保
安
大
学
校
、海
上

保
安
学
校
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

《
海
上
保
安
大
学
校
学
生
》

▽
受
験
資
格

①
平
成

年
４
月
１
日
現

２６

在
で
、高
等
学
校（
同
等
を

含
む
）を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い

な
い
人

②
平
成

年
３
月

２７

ま
で
に
高
等
学
校（
同
等
を

含
む
）を
卒
業
見
込
み
の
人

▽
受
付
期
間

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
８
月

日

～
９
月
８
日

２８

（木）

（月）

◎
郵
送
・
持
参

８
月
２８

日

～
９
月
１
日

（木）

（月）

▽
試
験
日（
１
次
）

月
１１

１
日

、２
日

（土）

（日）

《
海
上
保
安
学
校
学
生
》

▽
受
験
資
格

①
平
成

年
４
月
１
日
現

２６

在
で
、高
等
学
校（
同
等
を

含
む
）を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い

な
い
人

②
平
成

年
３
月

２７

ま
で
に
高
等
学
校（
同
等
を

含
む
）を
卒
業
見
込
み
の
人

▽
受
付
期
間

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

７
月

日

～

日

２２

（火）

３１

（木）

◎
郵
送
・
持
参

７
月
２２

日

～

日

（火）

２５

（金）

▽
試
験
日
（
１
次
）

９
月

日
２８

（日）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

姫
路
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
７
９（
２
３
１
）５
０
６
３

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、多
様
な
分
野
を

学
べ
ま
す
。

現
在
、平
成

年
度
第

２６

２
学
期
生（

月
入
学
）の

１０

出
願
を
受
付
中
で
す
。

▽
出
願
締
切

８
月

日
３１

（日）

▽
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８（
８
０
５
）０
０
５
２

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

☎
０
７
９（
２
８
４
）５
７
８
８

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（７月のテーマ）【月曜】夏の乳幼児と下痢症

税固定 資 産 税 ２期

国民健康保険税 １期

納期 ７月３１日（木）まで

７月の税７月の税

朝
来
梁
瀬
医
療
セ
ン
タ
ー

内
科
の
診
療
体
制
に
つ
い
て

自
衛
官
募
集
説
明
会

ひょうご被害者支援センター【ホームページ http://www.supporthyogo.org/】
ひょうご被害者支援センターは、犯罪や災害等の被害者やその家族を精神的に支援する

民間の団体で、被害者支援のための電話相談や面接相談を実施しています。（相談料・無料）

◆電話相談 ☎０７８（３６７）７８３３ 受付・火・水・金・土（祝日を除く）午前１０時～午後４時

◆面接相談 法律相談（弁護士による法律相談）心理相談（臨床心理士によるカウンセリング）

※面接相談は随時行いますが、電話相談による事前予約が必要です。

公
立
豊
岡
病
院
組
合
職
員
募
集

募

集

募

集

海
上
保
安
官
募
集

放
送
大
学

月
生

１０
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術

館
は
、イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
チ
ャ
イ
ル
ド
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
》

芸
術
の
森
に
泊
り
込
ん

で
芸
術
講
座
に
み
っ
ち
り
取

り
組
み
ま
す
。夏
休
み
の
工

作
は
こ
れ
で
Ｏ
Ｋ
！！

▽
期
日

①
７
月

日
２４

（木）

～

日

②
７
月

日

２５

（金）

２５

～

日

（金）

２６

（土）

▽
対
象

小
学
生

▽
定
員

各
先
着

人（
要

２０

予
約
）

▽
参
加
費

５
千
５
０
０

円（
宿
泊
、食
事
、材
料
費

等
含
む
）

《
ア
ー
ト
Ｄ
Ｅ
遊
ぼ
う

工
作
コ
ー
ス
》

い
ろ
い
ろ
用
意
さ
れ
た
素

材
か
ら
発
想
し
な
が
ら
、自

分
の
作
り
た
い
も
の
を
作
り

ま
す
。
プ
ロ
の
画
家
や
造
形

作
家
な
ど
が
直
接
指
導
し

て
教
え
て
く
れ
ま
す
。

▽
日
時（
受
付
時
間
）

①

７
月

日

、午
後
２
時

２５

（金）

～
４
時

②

日

、午
前

２６

（土）

９
時

分
～

時

③

３０

１１

２７

日

、午
前
９
時

分
～

（日）

３０

午
後
４
時

▽
対
象

主
に
子
ど
も
対

象（
親
子
も
可
）

▽
参
加
費

１
作
品
に
つ

き
１
千
円（
参
加
者
は
美

術
館
の
入
館
無
料
）

《
ア
ー
ト
Ｄ
Ｅ
遊
ぼ
う

絵
画
コ
ー
ス
》

絵
画
制
作
を
主
体
に
し

た
コ
ー
ス
で
す
。①「
土
で
絵

具
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ

ま
る
コ
ー
ス
」、②「
自
由
に

描
け
る
コ
ー
ス
」が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時

７
月

日

、

２７

（日）

①
午
前
９
時

分
集
合

３０

②
午
後
２
時
～
４
時（
受

付
時
間
）

▽
対
象

主
に
子
ど
も
対

象（
親
子
も
可
）

※
①
は
７
月

日

ま
で

１３

（日）

に
予
約
が
必
要
で
す
。定

員
・
先
着

人
１５

▽
参
加
費

１
作
品
に
つ

き
１
千
円（
参
加
者
は
美

術
館
の
入
館
無
料
）

《
織
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

あ
こ
が
れ
の
手
織
り
を

じ
っ
く
り
体
験
。３
日
間

通
し
で
参
加
す
る
本
格

コ
ー
ス
、１
日
単
位
の
体

験
コ
ー
ス
で
織
に
挑
戦
で

き
ま
す
。

▽
日
時

①
本
格
派
３
日

間
コ
ー
ス
７
月

日

～

２５

（金）

日

②
手
織
体
験
１

２７

（日）

日
コ
ー
ス
７
月

日

・

２５

（金）

日
２７

（日）

③
卓
上
織
機
１
日
コ
ー
ス

７
月

日

・

日

２５

（金）

２７

（日）

▽
対
象

ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

▽
定
員

①
４
人

②
各

日
４
人

③
各
日
３
人（
い

ず
れ
も
７
月

日

ま
で

１３

（日）

に
予
約
が
必
要
で
す
）

▽
参
加
費

①
５
千
５
０

０
円
②
・
③
２
千
５
０
０

円（
別
途
、入
館
料
が
必
要
）

《
み
ん
な
で
ハ
ー
ト
の
石
を
磨
こ
う
》

L
O
V
E
S
T
O
N
E
P
R
O

JE
C
T

（
ラ
ブ
ス
ト
ー
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）と
題
し
、ハ
ー

ト
型
の
巨
大
な
石
を
彫
刻

家
の
冨
長
敦
也
さ
ん
の
指

と

み

な

が

あ

つ

や

導
の
も
と
、み
ん
な
で
磨
い
て

作
品
に
仕
上
げ
ま
す
。み
ん

な
で
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
た
、そ

の
手
の
ぬ
く
も
り
を
見
る
人

に
感
じ
て
も
ら
お
う
。

▽
日
時（
受
付
時
間
）

①

７
月

日

、午
前

時

２６

（土）

１０

～
午
後
１
時

②

日

、

２７

（日）

午
前

時
～
午
後
５
時

１０

（
時
間
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で

も
参
加
で
き
ま
す
）

▽
対
象

ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す

▽
参
加
費

無
料（
た
だ

し
入
館
料
が
必
要
）

《
会
場
》

い
ず
れ
も
、あ
さ
ご
芸
術

の
森
美
術
館
で
行
い
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
》

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館

☎（
６
７
０
）４
１
１
１

（
水
曜
休
館
・
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館

夏
の
ア
ー
ト
な
イ
ベ
ン
ト

募

集

募

集

■問い合わせ先 兵庫県新温泉土木事務所浜坂道路見学担当 ☎０７９６－８２－５６９２

２０１４ 夏休み 山陰近畿自動車道 浜坂道路現場見学会
整備が進む「山陰近畿自動車道 浜坂道路」で一般向けの現場見学会を開催します。

◆開催日 ８月１０日（日）※詳しい内容と申し込みについては、ホームページをご覧ください。
http://web.pref.hyogo.lg.jp/tj05/tj05_5_000000055.html
https://www.facebook.com/shinonsen
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各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ７月１０日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ７月９日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ８月１８日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ８月２日（土） 午後１時～４時
場 山東公民館小会議室
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは、若者未就業者の就労自立に向
けた相談に応じます。
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，２５０円）
時 ７月２４日（木） 午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ８月４日（月） 午後１時～４時
場 朝来老人福祉保健センター
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

【火曜】歯周病はいつから？【水曜】肩こりの予防と治療法【木曜】アレルギー性鼻炎の免疫療法【金土日】大切な心の健康づくり

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

古布再生展 会期：７月３１日（木）まで

さをり夏色展 会期：８月２日（土）～３１日（日）

生野まちづくり工房井筒屋

朝来市文化会館 第10回ＡＳＡＧＯ国際音楽祭2014
●開催期間 ８月３日（日）～９日（土）●

【オープニングコンサート】あさご・ささゆりホール８月３日（日）午後１時３０分～

【ファイナルコンサート】和田山ジュピターホール８月９日（土）午後１時３０分～

【スペシャルイベント】 読み聞かせ＆ミニコンサート 午前１０時～１１時

８月５日（火） 志茂田景樹さん講演会 午前１１時～１２時
し も だ か げ き

【入場料】 オープニング・ファイナル共通入場券「全席自由」１千円

スペシャルイベント５００円（高校生以下無料）

◆問い合わせ先 芸術文化課☎６７２－６１１４

人間賛歌 新谷英子彫刻の世界展 会期：７月１３日（日）まで

東郷青児 絵画と彫刻展 会期：７月１９日（土）～９月２３日（火）

あさごの森で光と影のピクニック 会期：７月１９日（土）～９月１５日（月）

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

入館料 大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

ダムの風に吹かれてコンサートinあさご（少雨決行）公演日：７月２６日（土）

開演：午後６時／前売夜間特別入場料「全席自由」２,５００円（当日５００円増）

出演者：中西圭三、
な か に し け い ぞ う

植村
う え む ら

花
か

菜、ＫＡＷＡＭＵＲＡＢＡＮＤ前売券好評発売中
な

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設へお問い合わせください

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

あいまいみぃⅡ絵画展 会期：７月１３日（日）～２７日（日）

伝統芸術押絵展 会期：８月９日（土）～２４日（日）

ヒメハナ公園ウツギの館

【第１９回兵庫県警察音楽隊ふれあいタウンコンサート開催延期のお知らせ】

平成２６年度の「自主文化事業ご案内」で、平成２７年２月予定としておりまし

た「第１９回兵庫県警察音楽隊ふれあいタウンコンサート」は、都合によって、

４月２９日（水）（午後１時３０分開演）に延期します。ご了承ください。

◆問い合わせ先 和田山ジュピターホール☎６７２－１０００
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壊
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生野小学校グラウンド
（雨天：生野小学校体育館）

午前６：３０７
月
１３
日
（日）

梁瀬小学校グラウンド
（雨天：さんとう緑風ホール）

午前７：４５

和田山中央文化公園芝生広場
（雨天：和田山ジュピターホール小ホール）

午前９：００

■問い合わせ先 社会教育課 ☎６７７－２１１６

ラジオ体操講習会 ７月１２日（土）
朝来市生涯学習推進員連絡協議会は、生涯学習推進事業

の一環として、「いつでも、どこでも、だれでも」気軽にできるラジオ

体操を通じて、市民の体力向上と健康の維持・増進を目的とし

て、ラジオ体操講習会を実施します。この機会に正しいラジオ体

操を身につけ、毎日の実践による健康づくりに努めましょう。

◆日 時 ７月１２日（土）、午後２時から

◆会 場 あさご・ささゆりホール

◆対 象 どなたでも参加できます

◆参加料 無料 ※運動のできる服装でお越しください

◆講 師 岡本
お か も と

美
み

佳さん（ＮＨＫテレビ・ラジオ体操指導者）
か

天井澤
あ ま い ざ わ

愛
あ

里
り

沙さん（同アシスタント）
さ

みんなのラジオ体操会 ７月１３日（日）
市内各地でラジオ体操会を開催します。朝のさわやかな風

を感じながら、ラジオ体操で心地よい汗を流して、気分よく１

日をスタートさせましょう。（参加無料です！）

※雨天の場合は生野会場は上履きをお持ちください

※水分補給のため飲み物を各自で準備してください

正しいラジオ体操を身につけよう ラジオ体操講習会・みんなのラジオ体操会

全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
会
長
表
彰

行
政
相
談
委
員
と
し

て
、平
成
７
年
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
の
行
政
に

対
す
る
苦
情
の
解
決
な

ど
、行
政
相
談
活
動
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
５
月

日
付
）

２７

宇
治

紘
三
さ
ん（
生
野
４
区
）

う

じ

こ
う
ぞ
う

市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

昭
和

年
の
発
足
以

３９

来
、地
域
で
の
ス
キ
ー
普

及
と
と
も
に
、公
民
館
・

学
校
等
の
ス
キ
ー
教
室
で

の
指
導
を
通
じ
青
少
年

等
の
健
全
育
成
活
動
な

ど
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
謝
状
は
、６
月
２１

日
、同
ク
ラ
ブ
の
設
立
５０

周
年
記
念
式
典
の
席
上
、

多
次
勝
昭
市
長
が
、同

ク
ラ
ブ
会
長
の
阿あ

野の

清
司
さ
ん（
立
ノ
原
区
）へ

せ

い

じ

手
渡
し
ま
し
た
。【
写
真
・

多
次
市
長（
左
）と
阿
野

会
長（
右
）】

ま
ち
づ
く
り
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰

口
銀
谷
の
町
並
み
を
つ
く
る
会

国
土
交
通
省
は
、魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

団
体
・
個
人
を
ま
ち
づ
く

り
功
労
者
と
し
て
表
彰

し
て
い
ま
す
。

（
６
月

日
付
）

１６

「
口
銀
谷
の
町
並
み
を

つ
く
る
会
」は
、地
域
資
源

で
あ
る
鉱
山
ま
ち
独
特
の

景
観
を
活
用
し
た
、景
観

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
地

域
活
性
化
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、国
土

交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

環
境
保
全
功
労
者
知
事
表
彰

N
P
O
法
人
日
本
ハ
ン
ザ
キ
研
究
所

兵
庫
県
は
、６
月
５
日

の「
環
境
の
日
」に
ち
な
ん

で
、環
境
保
全
に
取
り
組

む
団
体
・
個
人
を
表
彰
。

朝
来
市
か
ら
は「
N
P
O

法
人

日
本
ハ
ン
ザ
キ
研

究
所
」が
知
事
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
ハ
ン
ザ
キ
研
究
所

は
、平
成

年
８
月
の
設

２０

立
か
ら
、市
川
の
最
上
流

部
に
あ
た
る
生
野
町
黒
川

で
、国
の
天
然
記
念
物
で

あ
る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
調
査
研
究
を
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

和
田
山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
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保健師

（任期付職員）
保育士

一般行政職

（土木職）

一般行政職

（社会人経験者）

一般行政職

（文化財専門員）

一般行政職

（身体障害者）

一般行政職

（事務職）

各職種いずれも若干名
採用予定
人数

昭和６０年４
月２日以降
に生まれ、保
健師免許を
有する人、ま
たは同資格を
来春に取得
見込みの人

昭和５４年４月２
日以降に生まれ、
保育士資格と幼
稚園教諭免許を
有する人、または
同資格と同免許
を平成２７年３月
末までに取得見
込みの人

昭和６０年４
月２日以降
に生まれ、高
等学校以上
の学校で、土
木に関する専
門課程を修
了し卒業また
は平 成２７年
３月に卒業
見込みの人

昭和５４年４
月２日から昭
和６３年４月
１日までに生
まれ、民間企
業等（官公庁
を含む）での
職務経験が、
平成２７年３
月の時点で
通算して３年
以上（昭和６１
年４月２日
以降に生まれ
た人は２年以
上）ある人

昭和５４年４月２日
以降に生まれ、大学
以上の学校で、史学
または考古学に関す
る専門課程を修了し
卒業または平成２７
年３月に卒業見込み
で、次の①②の要件
を満たす人
①学芸員の資格を有
する人、または平成２７
年３月末までに同資
格を取得見込みの人
②埋蔵文化財の発
掘調査の経験を有す
る人

身体障害者手帳の
交付を受け、次の①
～③の要件を全て
満たす人
①昭和６０年４月２
日以降に生まれ、高
等学校以上の学校
を卒業または平成
２７年３月に卒業見
込みの人
②自力で通勤がで
き、かつ、介護なしに
事務職としての職務
の遂行が可能な人
③活字印刷文による
出題と、口述による
面接に対応できる人

昭和６３年４
月２日以降
に生まれ、高
等学校以上
の学校を卒
業または平成
２７年３月に
卒業見込み
の人

受験資格

９月２１日（日） さんとう緑風ホール（山東町楽音寺９５）
試験日
試験会場

教養試験・作文試験
専門試験・職場適応性検査

職務基礎力試験
作文試験

職務適応性検査
教養試験・作文試験・職場適応性検査試験内容

①受験申込書（市役所本庁総務課・各支所地域振興課で交付 ※郵送での請求もできます）

提出書類

②最終学校卒業証明書または卒業見込み証明書②最終学校卒業証明書または卒業見込み証明書

③保健師免
許証の写しま
たは同資格
の取得見込
みが確認で
きる書類

③保育士資格証
明書の写しまた
は同資格取得見
込み証明書
④幼稚園教諭免
許状の写しまた
は同免許取得見
込み証明書

③学芸員資格を有す
ることが確認できる
書類の写し、または
同資格取得見込み
証明書

③身体障害者手帳
の写し

７月２８日（月）～８月２０日（水）（土曜日・日曜日は除きます・郵送の場合は８月２０日午後５時必着）受付期間

※受験申込書の交付場所 南但広域行政事務組合総務課、南但消防本部管理課、朝来消防署生野出張所、養父消防署、養父消防署大屋出張所

消防職一般行政職（事務職）

６人程度若干名
採用予定
人数

平成元年４月２日以降に生まれ、高等学校以上の学校を
卒業、または平成２７年３月までに卒業見込みの人

昭和５９年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人受験資格

■第１次試験日
①９月２１日（日）教養試験・職場適性検査・作文試験
②９月２２日（月）体力試験

■第１次試験日
９月２１日（日）教養試験・職場適性検査・作文試験

試験日

試験内容

①さんとう緑風ホール（山東町楽音寺９５）
②南但消防本部（和田山町枚田４３６－１）

さんとう緑風ホール（山東町楽音寺９５）試験会場

①受験申込書・受験票
②最終学校卒業証明書または卒業見込み証明書

①受験申込書・受験票提出書類

南但消防本部管理課（和田山町枚田４３６－１）南但広域行政事務組合総務課（養父市堀畑５５０）提出場所

７月２８日（月）～８月２０日（水）（土曜日・日曜日は除きます・郵送の場合は８月２０日午後５時１５分必着）受付期間

■問い合わせ先 南但広域行政事務組合総務課 ☎６６５－０１４６ 南但消防本部管理課 ☎６７２－０１１９

平成２７年４月１日付け採用職員を募集します。朝来市職員の募集について

平成２７年４月１日付け採用職員を募集します。南但広域行政事務組合職員の募集について

■問い合わせ先 総務課 ☎６７２－６１１５
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市は、市内産業のより一層の活性化を図るため、朝来市

地域産業創出支援センター（仮称）を設立し、起業や農商

工連携、販路開拓に関して支援ができる体制を築きます。

現在、開設に向けて準備を行っており、このたびセンター長の

募集を行います。

◆募集職種 センター長

◆業務内容 センターの長として、センター全体の運営、管

理を行うとともに、起業や農商工連携、販路開拓等を希

望する企業へのアドバイスや情報提供を行っていただきま

す。また、センターオープンまでの間はセンター設立の準備

に携わっていただきます。

◆資格 ７０歳くらいまでで、企業経営や金融業等に精通し、

朝来市経済の活性化に理解と熱意を持ち、センターに常

勤できる人。就業時間は平日週５日勤務（午前８時３０

分から午後５時１５分まで）です。

◆採用期日 １０月１日（予定） ◆給与 ３５万円／月

◆応募 ７月１４日（月）から８月１５日（金）までの期間に、

①専用履歴書※②応募動機（６００～８００字程度・任意様

式）を持参または郵送で提出してください。

※専用履歴書は市ホームページを通じて配布しています。

郵送することもできます。

◆書類提出先 市役所本庁総務課

■問い合わせ先

経済振興課☎６７２－２８１６朝来市地域産業創出支援センター（仮称）センター長を募集します

第４７回文教府夏期大学
■日時 ８月３０日（土） 午前１０時から

■会場 豊岡市市民会館文化ホール（豊岡市立野町）

■講師 落合恵子さん（作家）
お ち あ い け い こ

吉村作治さん（早稲田大学名誉教授）
よ し む ら さ く じ

■会費 １，５００円

（但馬文教府、各市町教育委員会、公民館などで会員券を販売）

■問い合わせ先 兵庫県立但馬文教府

☎０７９６－２２－４４０７

兵庫県立歴史博物館
「こどもの科学－ふしぎ玩具のいま・むかし－」
■会期 ７月５日（土）～８月３１日（日）

月曜休館（祝日の場合は翌日）

■会場 兵庫県立歴史博物館（姫路市本町）

■内容 江戸時代から昭和にかけての科学玩具を展示

■観覧料 大人５００円 大学生３５０円 高校生２５０円

小・中学生無料

■問い合わせ先 兵庫県立歴史博物館☎０７９－２８８－９０１１

但馬ドームサマーミュージアム
『～昔の人々のくらしと道具～』
■会期 ８月１日（金）～３１日（日）

■会場 兵庫県立但馬ドーム（豊岡市日高町名色）

■展示内容 神鍋スキー場写真・パネル

昔使われていた生活・農機具など

■入場料 無料

■問い合わせ先 兵庫県立但馬ドーム☎０７９６－４５－１９００

聴覚障害者移動相談
県立聴覚障害者情報センターの相談員が、地域に出向き

相談を受け付けます。

■日時 ７月３０日（水）午前１０時～午後４時

■会場 市役所西館２階

■対象 聞こえない人、聞こえにくい人、聞こえない人にかか

わる関係者（通訳者も同行しますので当事者に聞い

てみたい健聴者も参加できます）

■相談内容 結婚、育児、職業、教育等さまざまな相談を受

け付けます

■問い合わせ先 兵庫県立聴覚障害者情報センター

☎０７８－８０５－４１７５ＦＡＸ.０７８－８０５－４１９２

国立県営兵庫障害者職業能力開発校
オープンキャンパス
■日時

◎身体障害者対象科（ＯＡシステム科、ＯＡ事務科、グラ

フィックアート科、インテリアＣＡＤ科）①８月５日（火）

②１０月５日（日）それぞれ午後０時４５分～

◎知的障害者対象科（総合実務科）

８月９日（土）①午前９時～ ②午後１時～

■内容 施設見学・体験学習

■申込み チラシまたはホームページに掲載している申込書に

必要事項を記入し郵送またはファクスで７月３１日（木）ま

でに（１０月５日の申込みについては９月３０日（火）までに）

■問い合わせ先 国立県営兵庫障害者職業能力開発校

☎０７２－７８２－３２１０ ＦＡＸ.０７８－７８２－７０８１

兵庫県立ものづくり大学校
平成２６年度短期コース後期生募集
■対象 求職中の人

■コース ＣＡＤコース、情報ビジネスコース（定員各２０人）

■訓練期間 １０月９日（木）～平成２７年３月１３日（金）

■授業料 無料（教科書代等実費負担あり）

■出願期間 ８月６日（水）～９月３日（水）

■選考日 ９月９日（火）

■見学説明会 ８月１日（金）、１９日（火）、２７日（水）

■問い合わせ先 兵庫県立ものづくり大学☎０７９－２４０－７０７７

国の教育ローン
日本政策金融公庫は、高校・大学等への入学時・在学中に

かかる費用を対象に行う公的な融資制度「国の教育ローン」を

扱っています。

■融資額 子ども１人につき３５０万円以内（返済期間１５年以内）

■利率 年２.３５％ 固定金利 ※平成２６年６月１１日現在

（在学期間内は利息のみの返済とすることもできます）

【留学費用として利用する場合】

◎世帯収入の上限が緩和されます。

◎一定の要件を満たす場合は、子ども１人につき４５０万円ま

での利用が可能です。

※詳細は、ホームページ（「国の教育ローン」で検索）または、

教育ローンコールセンターへ。

■問い合わせ先 日本政策金融公庫教育ローンコールセンター

☎０５７０－００８６５６（ナビダイヤル） ☎０３－５３２１－８６５６
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お気軽にご相談ください

★市は、障害者の日常生活に関する相

談や、必要な指導・助言を行う相談

員として、次の皆さんを委嘱しました。

任期は平成２６年４月１日から平成

２８年３月３１日までです。いずれの

相談員にも、お気軽に相談ください。

★精神障害者相談員については、県知

事の委嘱です。

朝来市身体障害者相談員
【生野地域】

竹村 廣昭（上生野）☎６７９－２０９１

古林 良朗（北真弓）☎６７９－３９８０

【和田山地域】

佐藤 勝喜（和田） ☎６７５－２１００

前田 裕（西土田）☎６７２－３７７３

衣川 孝司（白井） ☎６７２－４０８１

斉藤 一明（竹田新町）☎６７４－２０６３

【山東地域】

池本 茂則（小谷） ☎６７６－３７１７

石田 秀樹（山歳） ☎６７６－４１８６

【朝来地域】

原 孝好（山口） ☎６７７－０１９１

足立登代子（老波） ☎６７７－０６５６

障害者相談員を
紹介します

朝来市知的障害者相談員
阿野千賀子（生野６区）☎６７９－３７５３

大本 早苗（岡田） ☎６７２－４３３９

浦野 伸子（東） ☎６７６－３７２３

岩城 由美（新井３区）☎６７７－１７６７

兵庫県精神障害者相談員
藤本 武宏（加都） ☎６７４－２２５６

藤本 松野（筒江） ☎６７４－２９１７

小田垣 章（末歳） ☎６７６－２１７０

西本 英輔（喜多垣）☎０８０－５３３７－６４３９

＝敬称略＝

（氏名・行政区・電話番号の順に記載）

■問い合わせ先 社会福祉課☎６７２－６１２３

（仮称）朝来医療センター・朝来市保健センター敷地造成工

事と周辺の道路改良工事を実施します。工事期間中、工事用車

両の通行等で近隣の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、安全

確保を最優先に進めてまいりますので、ご理解とご協力をお願い

します。

【工事概要】

◎工事期間 平成２６年７月～平成２７年８月（予定）

◎工事場所 和田山町法興寺地内

◎工事内容 造成工事、道路改良工事、水路改修工事

◎車両経路 工事用車両は、国道３１２号と市道中地法興寺

線との交差点を出入りします。

◎施工業者 港建設株式会社

（本社：兵庫県神戸市西区平野町常本１－５７）

（仮称）朝来医療センター造成工事等のお知らせ

今年は企業の新規大卒者等の採用意欲が非常に高まっ

ています。毎年５月に行われる就職面接会だけでは参加でき

なかった企業が多数あり、面接会が追加実施されます。「ふる

さと但馬」へ就職を希望する皆さま、ふるってご参加ください。

◆日時 ８月８日（金）、午後１時～４時

◆会場 ＨＯＴＥＬ ＫＯＳＨＯ（豊岡市日高町土居）

◆対象 ①平成２７年３月大学・短大・各種専門学校卒

業予定 ②平成２４～２６年３月大学・短大・各種専門学

校卒業の未就職者 ③Ｕターン就職希望者

◆問い合わせ先 ハローワーク豊岡 ☎０７９６－２３－３１０１

『但馬地域就職面接会２０１４（夏の陣）』を開催します！

縁結びをサポートします！ ■問い合わせ先 定住促進課☎６７２－１４９２

【結婚コーディネーター支援事業】

未婚者の結婚を促進するため、仲人活動をした仲人に

よって次に掲げる要件を満たす結婚が成立した場合、仲

人に奨励金（１組につき５万円）を支給します。

◆奨励金支給の要件

①結婚する２人のうちいずれかが市内に住所があること。

②結婚した夫婦が市内に住所をおき、居住すること。

◆仲人の要件

①市内に住所がある個人または所在する団体

②結婚紹介を業としている人や結婚する者の三親等以

内の親族である人は除きます。

③定住促進課へ事前の登録が必要です。

【未婚男女交流支援事業】

未婚男女の結婚促進を図るため、出会いの場を創設す

ることを目的として次に掲げる事業を実施する市内の公

共的団体等に、助成金（当該事業経費の４分の３以内の

額、上限３０万円）を支給します。

◆助成対象事業

①未婚男女の出会いの場づくり事業

②未婚男女の交流促進事業

■問い合わせ先 建設課☎６７２－６１２６
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地域包括支援センターの
頭を使って脳を元気にしよう

朝来市脳元気テレビの放送はじめます！

窓

脳を元気にするため、ケーブルテレビで脳元気テレビを放送します。認知症について学びながら、

楽しくゲームをして認知機能を高めます。ぜひご覧ください。

【放送時間】

午前７時３０分～ 午後１時３０分～（１日２回）

【内 容】

〇認知症について・認知症を予防しよう

○頭を使って脳を元気にしよう（ゲームで認知機能を鍛えよう）

○ご存知ですか？相談窓口

◎２週間で問題を更新します。７月の放送は、長い番組編

成でお送りします。

◎「頭を使って脳を元気にする」問題を募集します。

頭にいいと思う問題を募集します。ハガキまたはファクスで

高年福祉課（地域包括支援センター）までお送りください。

脳元気テレビで採用させていただきます。

■問い合わせ先 高年福祉課（地域包括支援センター）
〒６６９－５２９２ 朝来市和田山町東谷２１３－１（市役所西館）

☎６７２－６１２５ ＦＡＸ.６７２－４１０９

健康コーナー
■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

「熱中症」は、高温多湿の環境に長くいることで、徐々に

体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調節がうまくで

きなくなり、体内に熱がこもった状態をいいます。

屋外だけでなく、室内でも発症しますので、熱中症につ

いて正しい知識を持ち、体調の変化に気をつけるとともに、

周囲への気配りで、熱中症を予防しましょう。

予防その１…暑さを避ける!

【室内では】

扇風機やエアコンで温度を調節

遮光カーテンや、すだれ、打ち水を利用

室温をこまめに確認

暑さ指数（WBGT）や天気予報を参考にする

※暑さ指数（WBGT）は、環境省熱中症予防情報サイトに登

録すると観測値や予想値が携帯電話やパソコンに提供

されます。（PC）http://www.wbgt.env.go.jp/

（携帯電話）http://www.wbgt.env.go.jp/kt

【外出時には】

日傘や帽子の着用

日陰の利用やこまめな休憩

天気の良い日は、日中の外出をできるだけ控える

【身体の蓄熱を避けるために】

通気性の良い、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する

保冷剤、氷、冷たいタオルなどで身体を冷やす

予防その２…こまめに水分を補給する!

室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、こま

めに水分・塩分を補給する

○暑さの感じ方は、人によって異なります。

○高齢者は、暑さや水分不足に対する感覚機能が低下

しており、また暑さへの調整機能も低下しているので、

より注意が必要です。

○子どもは、体温の調節機能が十分に発達していない

ので、気を配る必要があります。

【問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

熱中症を予防しよう！

乳幼児等対象の健診についてはいずれも該当児には個別通知します。

場 所内 容
曜
日

日月

和田山保健センター総合健診水１６

７
月

和田山保健センター総合健診木１７

和田山保健センター総合健診金１８

山東老人福祉センターぱくぱく離乳食教室火２２

山東老人福祉センター離乳食教室水２３

和田山保健センター8か月児健診木２４

朝来公民館脳元気度チェック（予約制）水３０

和田山保健センター３か月児健診木３１

和田山保健センター

大蔵地区市民会館

こころのケア相談（予約制）

献血
火５

８
月 和田山保健センター３歳児健診水６

和田山保健センター１歳６か月児健診木７

健健康康カレカレンンダーダー
７７／１６～８／１７／１６～８／１５５
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「必ずもうかる競馬の情報がある」「八百長レースの情報を教える」などと持ちかけ、情報料や保証金などの名目で金銭をだま

し取る競馬情報詐欺の被害が依然として発生しています。最近では、情報を提供する会社のほかに、馬券を代理購入する会社

や情報を買い取る人物など、複数の会社や人物が登場して言葉巧みに勧誘する、いわゆる「劇場型」の事例が報告されています。

事事事
ྫྫྫ

つ

スマホで検索しＡ社の競馬情報サイトに会員登録したところ、電話で「八百長レースの情報を教える」と言われ、
保証金１０万円を振り込んだ。ところが審査に通らず、代わりに馬券を買ってくれるＢ社を紹介された。Ｂ社から当
たり馬券の配当金１０００万円を受け取るため手数料１００万円を請求された。Ａ社の会員Ｃが１００万円を立て替え
てくれることになり、ＣからＢ社に実際に支払われたかどうかわからないのに、今度はＢ社から情報を漏らしたと
脅され、消費者金融から借りて２００万円を支払ってしまった。 （６０歳代、男性）

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

集

記後

編

私の大きな仕事のひとつに朝来市

をＰＲすることがあります。

この１月からフランス語と英語の

ホームページの制作に取り掛かりまし

た。文字や画像のレイアウトをはじめ、

すべてソフトウエアを使って自分で

作っていきましたが、なかなか難しい

作業でした。特に翻訳には最も手間

がかかりました。

私は、ホームページ等を管理・運営

するウェブマスターの経験がなく、きれいなウェブサイトを作ることができ

るかどうかあまり自信がありませんでしたが、３か月ほどかけてなんとか

完成しました。自分が想像していたサイトと実際のサイトはちょっと違いま

すけど、結構良い出来ではありませんか？

このサイトを通じて世界に朝来市を紹介していくために、これからも情

報あふれるサイトにしていこうと思います。朝来市の魅力を世界の皆さん

に知っていただけることは素晴らしいことです。日本に来る観光客が朝来

市まで足を伸ばしてもらえるよう、立派なサイトを作って頑張ります。ぜひ、

皆さんもご覧になってください。

http://www.city.asago.hyogo.jp/kankou/eng/index-en.html

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）
※子ども＝15歳以下 高齢者＝65歳以上
※累計は平成２６年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

１空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

３忍 び 込 み０強制わいせつ

１金 庫 破 り０ひ っ た く り

１事 務 所 あ ら し１０車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

３詐 欺

そ
の
他

１部 品 ね ら い

５傷 害９器 物 損 壊

５暴 行３自 動 車 盗

８万 引 き０オートバイ盗

（５月末累計）８自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

１その他

２合計

１６累計

１８交通事故

救
急

１８一般負傷

９７急病

２３その他

１５６合計

６７２累計

（５月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

４８１１人身事故

００子ども

死
者

１１高齢者

００その他

１１合計

５０子ども

傷
者

１８７高齢者

５２１３その他

７５２０合計

４９９８５物損事故

（５月中）

vol.10朝来市をＰＲ

このような業者は、もともと金銭をだまし取ることが目的の詐欺業者であるため、連絡が取れなくなるか、交渉に全く応

じないことがほとんどです。一旦支払ってしまうと返金は極めて困難です。業者に借金を勧められたことをきっかけに多重

債務に陥ってしまう被害者もあります。また、悪質業者は、何とか損を取り戻したいという被害者の心理を利用して同様の

手口で次々に勧誘してきます。競馬はギャンブルであり、絶対に当たる情報はあり得ません。本当に八百長レースが存在

するとしたら、犯罪行為であり、それに加担するような業者には絶対に関わってはいけません。おかしいと感じたらお金を

払う前に、警察や消費生活相談の窓口に相談してください。

平平成２６年７月平成２６年７月号号19
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人いきいき
市内で活躍する元気な人、

グループを紹介
（ ）
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新あさご百景
第28回 糸井の大カツラ
糸井渓谷の最奥に立地する高さ３５㍍のカツラです。大小

８０本の「ひこばえ」が周囲を囲むように林立し、全国的にも

珍しいカツラの巨木です。昭和２６年に国の天然記念物に

指定されています。

問い合わせ先 都市開発課 ☎６７２－６１２７

極真空手中村道場和田山教室で道場生の指導にあたっている、荒木康弘

さん（竹田下町区）。これまで豊岡市と同市但東町の教室で指導を続けてき

ましたが、地元にもぜひ広げたいと、この５月に和田山教室を開きました。

荒木さんが本格的に空手を始めるきっかけとなったのは、いまから２０数年

前の高校時代、実在の人物をモチーフにした空手のマンガを読み衝撃を受け

たことから。「強さへのあこがれから取り組み始めた空手ですが、それによって

多くの仲間と知り合えることができました。」

「空手の稽古は、とても痛いものですが、技術
け い こ

を鍛えていくうちに痛みに慣れ、自分自身の成

長が実感できるとともに、痛みを知ることで他

人にも優しくなれます。」「稽古を通じて技術はもちろんですが、青少年の皆さんには“自分のこと

は自分でする”といった実践を通じて親孝行にもつながるように、また、社会人の皆さんには、どん

な困難にも立ち向かえる強い気持ちを養っていただくようにと考えています。」「いまはまだ、小さ

な和田山教室ですが、空手は世界中で幼児から熟年者まで幅広い年代の皆さんが実践していま

す。体力維持、健康増進、ストレス解消など、ぜひ空手に取り組んでみませんか。」

（稽古日時：毎週土曜日午後７時３０分～９時会場：和田山中学校体育館※入門や見学の希望は直接会場まで）

極真空手中村道場和田山教室
きょくしんからて

熱のこもった稽古

荒木康弘さん
あ ら き や す ひ ろ

皆さんからの投稿を募集しています。身近にある
風景などを応募ください。

市 民 投 稿

今年も盛大に開催「山東ほたる祭り」 梁瀬地域自治協議会
６月８日、市役所山東庁舎で「山東ほたる祭り」を開催しました。

山東ほたる祭りは、旧山東町時代から続いていたイベントです。しばらく中断し

ていましたが、昨年、梁瀬地域自治協議会の設立５周年を機会に復活しました。

今年も、交流ステージでは、勇壮な虎臥陣太鼓の演奏や、やなせ保育園の子ど

もたちによる歌の披露、Ｂ級グルメをはじめ１４の屋台、健康づくり講演会、チャリ

ティーバザー、ビンゴゲーム大会、金山ゆいさん歌謡ショーなど盛りだくさんの内

容で行いました。

また、今回は、和田山「ひめほたるの会」の稲津賢和さん（東和田区）をお招きし、
い な づ ま さ か ず

「ほたるについての研修会」を開催。ホタルについての生態や、ホタルの生息でき

る環境づくりの大切さなどについて、お話をうかがいました。

こ ん な こ と あ ͬ た で ー

道場の皆さん（写真・前列右から３番目が荒木さん）


